
令和6年度  学校評価 【 中 間 結 果 】 加賀市立錦城小学校

ョ ン

「自ら考え、協働できる児童の育成」～みんなが幸せになれる学校をみんなでつくる～

・目指す児童像  みんなが幸せになれるために 協働できる子
・ 目指す教師像  児童のグロースマインドセットを高められる教節
・基本方針    学校教育ビジョンの具現化に向け、①確かな学力の育成 ②豊かな心の育成 ③健やかな体の育成 の取組を組織的な学校運営及び家庭・地域との連携を通して行う。

評価の項目 今年度の車点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考 2学期に向けての改善策

0教育諜程・字習指導 児夏~人~人 (l)墨榎剛7ょ字刀
をつけるために組織的かつ継
続的に推進できる体制づくりを
通して 安定的な学力向上のシ
ステムを確立する。

字刀同二とのこした侍視V・Jアよ租
織体制の強化のために.学校
研究との連携を図りながら授業
改善を進めるとともに,学力の
定着度を図るための見収りをす
る。

授業づくり・学
力向上部
教務主任

昨年度 Iよ基燒・碁不 (】)だ看
を図った。組織的・協働的に

各部で取り組み、おおむね 目

標は達成できた。さらに子ど
もの力を伸ばすためにステッ
プアップを図る。

【努刀子雪標】
全教轟笠員が学力向上に向
けて,「8E THE PLAYER
プラン」にそって取り組ん
でいく。

A809`以上である。
B75%以 上である。
C70()6以上である。
Dク Oうも束洒である。

C'Dの 場合 !ま舟模討する。
毎学期 ,児童にアンケードを実
施する。

国語・算数における単元末テストの平均点がA80%以 上であることを目標
に1学期は取り組んだ。学校全体で1よ80%以上の平均点を取ることができ
た。しかし、学年によっては80。フ6を割る学年もあった。今後は一度学んだ学
習のテストてあることを加味し,2半期以Fttl」 平均亡83勇にあげCいさた
い。学んだあとの、定着をするためのまとめ,プリントの見取り、児童自らの
振り返りを今後は推進していく。

いじめの未然防止

・全薇を看き込んた児童会活動の充

実を図る。

1月に1度 教師が児童の良いところ

を見つけ掲示する「ほめほめweek」

を実施じ児童を肯定的に見る取れ
を行う。
・学級カアンケートを活用し,学級目
標の実現を目指す。
上記の3点を推進することて,いとめ
の未然防止につなげる。

学びの基盤部
生徒指導主事

・副年度のッ:こ重議会は,委員会て
決定した内容の報告会になつてお
り,トップダウンの流れになうてい

た。    !
・教建員が児童を肯定する雰囲気
は一部に留まっておりす学校全体
に広がっていなかった。
・学級カアンケートの取り組みは

前年度同様.経続して行う。

【滴足F異指数】
児童が学校生活を楽しい
と感じている。

児童生′右アンケートで,I字襟が楽しい」Iど

ううかちえば学校が楽しい」と回答する児童
の割合が
A90%以上である。 .
885%以上である。
C80,()以上である。
D80。フも未満である。

C'Dの場合は再検討する。
毎月,児童にアンケートを実施
する。

児童生活アンケートで、「学校が楽しい」「どちらかちえば学校が楽しい」と回
答する児童の割合方的19むであつた。毎日充実した学校生活を送ることができ
るように,「ほめほめweck」「学級カアンケート」「児童が主体となった児童会

戸聖錯 罐推漂誌趣箸亀縫魯羅螢謙輩悟訂
している。また,問題行動があった際には、すぐに報告し,管理職と相談して
対応していく流れができていた。今後も,児童が充実して過ごすことができる
学校を全職員で作っていく。

ャリア
り,仲間と

る吾びを感じさせたりす
ることで,自 己肯定感を高める。

際店虫Dや委員雲で1よ ,のあ【をもた
と,さらにこまめに活動を振り返る場
を設定することで,責任を果たすこと
や仲間と協力することの大切さを学
ばせる。 児童会担董

に今加てきていると回答した児童の書1

合が多かつた。委員会ことにイベントも

充実していた。課題として,他の委員会
のイベント1こ自ら→加する児重が少な
んヽつた。

【厩果丁目叡】
進んで係活動や委員会に
参加する児童が増えてき
ている。

それぞれの活動写に自ら参加できたと感じ
ている児童の割合が
A90%以上である。
B85'`以 上である。
C8096以上である。
D8096未満である。

C'Dの場合は再検討する。
1.2学期末に児童にアンケート
を実施する。

児重アンケートでの緒果ぬЧできた」「どちらかといえばできたJの肯定的回答
が93,もであり、90,■を■回うた,特に「委員会活動に自分から進んで参画
した・企画「運営した」という意識を高めるために、年度当初に設定した児童
会目標を達成すべくヽ各委員会に活動|の企画をお願いした。企画→実行→ |

ふり返りのサイクルを2学期!以降も経続する。また,ィ 4年生には各委1員会

R倉
画f予参画するよう、学4担

任及T各委具
`会担当
言|り
声督I=を年って

④保健管理 健やかな厩長を促すため,襦良
において,成長期に必要な食事
の量を理解するとともに,適正
な量の副菓を食べようとする児
童を育成する。

常夏において,副黒の適二な
量を理解するため ,毎食盛り
きつてE食するよう指導する。ま
た,学年に応して食指導を行
つ。

保健主事

奪年戸ヱより1霊りきり」を異壕
したところ,主食主菜につい
ては食べきれる回数が増え

てきたが,副菜については残
食量が10%を超えることが多
しヽ。

【成果指致】
副菜について適正な量を
食べようとする児童が,増
加している。

ヨ数が増えたJと答える児童の割合が
ヽa096以上である
3,S,る 以上である
,70,0以上である
)'096未若である

C・ Dの場合は再検討する。
1,2学期末に児童にアンケート
を実施する。

D安全管理 叡啜良 Iよ顆苦円外の責室旨埋

と安全教育を行い,児童が自分
で自分を守ることができる力を
育成する。

だ刃l剛に秋環負による安宝点
検を行うとともに,学校安全教
育計画に基づいた指導や避難
dll練時の指導を通して,安全に
気をつけて行動する児童の意
識を高める。

教 頭

~女
全点凄零:の収程により,教
職員の安全管理に対しての

意識は高いが,廊下を走るな
ど,安全に気をつけて行動で
きていない児童がみられる。

【厩果子目保】
廊下を走らず安全に気を
つけて行動している児童
が増えている。,

行動てきた」と回答する児童の割合が
ヽ9096以上である。
380'6以上てある。
370%以上である。
D70%未満である。

Э・Dの場合は再検討する。
1,2学期末に児童にアンケー
トを実施する。

80,`を 「

廊

作成し,
(1

全教職員

9特別更俵教育 人 一 を,巴握
上

や必要な支援を行う。

児童のクロースマインドセットを高め

るために,UDLを意識した授業を行う
とともに,支援を要する児童の困り感
に応した指導を工夫する.ICTを 活用
したuDとを進める。

特別支援教育
ヨーディネーター

′tE車の出り悪を早期に捉え.気づ
き票から実態把握している。支援
委員会を開き,方針の決定・共通
甲解をしてきた。1日件は学期ご士
に計画評価し,支援に取り組んて

きている。

【潤足度指標】
困り感のある児童も含め
て児童が「やればできると
思うことが増えた」と感じ
ている。

やれIよて

A8096以 上である。870%以上である。
C6996以上である。D60%未満である。

C・ Dの場合は再検討する。
1.2学期末にに児童アンケー
トを実施する。

工
人〒 |

⑫組織運営・業務改善 時間外勤務時間月80時間を超
える職員がゼロの業務改善を

図る。

違冨委員雲を甲
`い
に各部雲が

それぞれに役割を果たし,チー
ムとしての組織化・協働化され
た学校運営を図る。

教頭

牛度当子フリ、薇】秀オ早1こよつてIユ噺
翫外勤務がすでに80時間超えの

職員がいるが,仕事の平準化.崇
務の肖1滅など意盗している職員
は増えている。

【努力蒲標】
各部会中心に,組織化が推通
され,限られた時間内て円滑
な学校運営になるよう効率よく

取り組んでいる。

月の時間外動務時間が80時間超の職員が
Aゼロ。
Bl割 (未満)いる。
C2割 (1割以上2割以内)いる。
D2割以上いる。

C・ Dの場合は再検討する。
毎月の勤務時間表で確認す

る。

5月 は3人で
月|の時間外

人・

推進す

0研修 目律した字び手の百反に同け
た子どもに委ねる学びの効果的
な授業実践を増やす。

"!丸
宝不ヽ云をだ期阿gに開き,各
教識の実践を交流する中で,よ
り良い実践を研究していく。 授業づくり,学

―
方向上部
研究主任
若プロ担当

子とも1こ委れるlf子間が夜栗

の中で増えてきている一方 ,

自分で適した学習を考えられ

ている児童 Iよ少ない。・  
―

【勢刀■標】
研究全体会i整理会など :

て話し合われたことを失
通理解し,.研究主題達成
に向けよりよい実践を考
えている。

央遺理解のもと授素改吾 I=

A十分に取り組んだ
母・取り組んだ

:  
―

Cどちらかというと取
D取り組んでいない

り組んでいない
i  チ|

騒難無縛盤範筋露H盈!ギ4
◎Ⅲ蒲寺で定期中な振り返り者各教具が行うことで,.実警意識を高ある。

91米護者,地域との運携 琢厄・地域との遅置を区lり ,開
かれた学校づくりを目指すため
に学校の様子を発信する。

学校運宮協議会やPTAの会
合`さらに,授業参観・ホーム
ページ・お便り・連絡メール等を
通して,学校教育活動を知らせ
る。

教頭

ホームベージや連絡メールを
利用して,地域の方々にも発
信できるよう1こしている。

【満足度子百T=】
家庭・地域との連携し,開
心ヽれた学校となり,学校
の様子が十分に伝わって
しヽる。

保護者アンケートで,I字板の標子がよく伝
わつている。Jと回答した保護者の割合が
代 90'も以上である。
B80%以上である。
C70%以上である。
D7096未満である。

C'Dの場合は再検討する。
1,2学期末に保護者アンケー
トを実施する。

1韓鶏裁:鶏騨中袈
③教育環境整備 写 奮 に必要な萩 1■や写 習環 境

の整備を図る。
写習環境・教材垂偏に努め ,字
校予算への関心を高める。

総務部
予算委員会

秋材・教具の便い方や詈理
が不十分な状況が見られる。

【酒足度指標】
教材や教具の管理や整
理整頓がされている。

教職員アンケートで,「教材・教具の管理と整
備整頓ができた。Jと回答した割合が
A9096以上である。
B809る以上である。
C709る以上である。
D70%未 満である。

0・ Dの場合は再検討する。
1,2学期末に教職員にアンケー
トを実施する。

個に応した学びの充実を図ることで、子供たちが45分間、学びの楽しさを感じながら学習1耳向き合えるような操業改善を

銑薙権箕報離 ‐纏躍=活
用して、子供たちの学びがょりよい学びにつながるよ引

=し
てほ叫、

果題を明確にし、子供たちの学力を高めてぃうてほしいも「i■ ! ●:li ■ | !
子供たちのよさをはめi認め1励ますと同時にこ子供が他の人に迷惑をかける

.などのような悪いことをしたときは、しっかり 。ヽ指導をし

てし ししほ

と叱 て しιほ


